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論点①：チーム医療の推進に関する基本的な考え方について（素案） 

○ チーム医療とは、「医療に従事する多種多様なスタッフが、各々の高い専門性を前提

に、目的と情報を共有し、業務を分担しつつも互いに連携・補完し合い、患者の状況

に的確に対応した医療を提供すること」と一般的に理解されている。 

○ 質が高く、安心・安全な医療を求める患者・家族の声が高まる一方で、医療の高度

化・複雑化に伴う業務の増大により医療現場の疲弊が指摘されるなど、医療の在り方

が根本的に問われる今日、「チーム医療」は、我が国の医療の在り方を変え得るキーワ

ードとして注目を集めている。 

○ また、各医療スタッフの知識・技術の高度化への取組や、ガイドライン・プロトコ

ール等を活用した治療の標準化の浸透などが、チーム医療を進める上での基盤となり、

様々な医療現場でチーム医療の実践が始まっている。 

○ 患者を中心としたより質の高い医療を実現するためには、１人１人の医療スタッフ

の専門性を高め、その専門性に委ねつつも、これをチーム医療を通して再統合してい

く、といった発想の転換が必要である。 

○ チーム医療がもたらす具体的な効果としては、①疾病の早期発見・回復促進・重症

化予防など医療・生活の質の向上、②医療の効率性の向上による医療従事者の負担の

軽減、③医療の標準化・組織化を通じた医療安全の向上、等が期待される。 

○ 今後、チーム医療を推進するためには、①各医療スタッフの専門性の向上、②各医

療スタッフの役割の拡大、③医療スタッフ間の連携・補完の推進、といった方向を基

本として、関係者がそれぞれの立場で様々な取組を進めていく必要がある。 

○ なお、チーム医療を進めた結果、一部の医療スタッフに負担が集中したり、安全性

が損なわれたりすることのないよう注意が必要である。また、我が国の医療の在り方

を変えていくためには、医療現場におけるチーム医療の推進のほか、医療機関間の役

割分担・連携の推進、必要な医療スタッフの確保、総合医を含む専門医制度の確立、

さらには医療と介護の連携等といった方向での努力をあわせて重ねていくことが不可

欠である。 
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